








































































た要因としてＪ・Ｗ・トレント・ジュニア（J. W. Trent, Jr.）は，国勢調査，監獄や救貧院にお
－ 164 －
富山大学人文学部紀要











































練学校（Training School for Feeble-Minded Children）のマーティン・バー（Martin Barr）は1902
年に，精神薄弱者の施設内総収容化について次のような見通しを語っている。「我々の協会［ア













　またウェスタン・ペンシルヴェニア州立精神薄弱者施設（State Institution for Feeble-Minded 
of Western Pennsylvania）の施設長Ｊ・Ｍ・マードック（J. M. Murdoch）は，1909年の全米慈





































出す必要性を強調するようになった。ミネソタ州精神薄弱児学校（Minnesota School for Feeble-


































































［出典］Martin Barr, Mental Defectives (Philadelphia: P. Blakiston’s Son and Co., 1904), 90.
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が望ましいと考える精神科医もいた。例えばカンザス州立精神薄弱者施設（Kansas State Home 
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　こうして，他の心理学者や医師も知能検査に関心を持つようになった。例えばペンシルヴェ
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